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巻末資料Ⅰ 調査票　インターネット調査調査票

ファミリーサポートセンターに関する認知度調査
■調査目的 ファミリーサポートセンターを実態把握。

地域で子育てを支援しているファミリーサポートセンターの利用率・認知率を測り今後会員数を増やすための研究材料としてデータを活用する。
■調査対象者 性別: 男女

年齢: 10-70代
地域: 全国

その他: １）依頼会員となり得る子育て家庭の保護者
　　・末子年齢が小学校低学年以下の子どものいる保護者

２）提供会員となり得る方提供会員世代
　　・10代～70代の男女

■スクリーニング
全員回答
F1 SA あなたの性別をお答えください。

（お答えは1つ）

○1 男性
○2 女性

F2 NUM あなたの年齢をお答えください。
（お答えは半角数字で）

歳 ※半角数字のみ ※9歳以下、80歳以上は調査終了

F3 SA あなたのお住まいの地域をお答えください。
（お答えは1つ）

▼プルダウン
1 北海道
2 青森県
3 岩手県
4 宮城県
5 秋田県
6 山形県
7 福島県
8 茨城県
9 栃木県

10 群馬県
11 埼玉県
12 千葉県
13 東京都
14 神奈川県
15 新潟県
16 富山県
17 石川県
18 福井県
19 山梨県
20 ⾧野県
21 岐阜県
22 静岡県
23 愛知県
24 三重県
25 滋賀県
26 京都府
27 大阪府
28 兵庫県
29 奈良県
30 和歌山県
31 鳥取県
32 島根県
33 岡山県
34 広島県
35 山口県
36 徳島県
37 香川県
38 愛媛県
39 高知県
40 福岡県
41 佐賀県
42 ⾧崎県
43 熊本県
44 大分県
45 宮崎県
46 鹿児島県
47 沖縄県
48 海外

九州・沖縄
九州・沖縄

九州・沖縄
九州・沖縄
九州・沖縄
九州・沖縄
九州・沖縄
九州・沖縄

中国・北陸・四国
中国・北陸・四国
中国・北陸・四国
中国・北陸・四国
中国・北陸・四国
中国・北陸・四国

東海・近畿
東海・近畿
東海・近畿
中国・北陸・四国
中国・北陸・四国
中国・北陸・四国

東海・近畿
東海・近畿
東海・近畿
東海・近畿
東海・近畿
東海・近畿

中国・北陸・四国
中国・北陸・四国
中国・北陸・四国
関東・甲信越
関東・甲信越
東海・近畿

関東・甲信越
関東・甲信越
関東・甲信越
関東・甲信越
関東・甲信越
関東・甲信越

北海道・東北
北海道・東北
北海道・東北
北海道・東北
関東・甲信越
関東・甲信越

北海道・東北
北海道・東北
北海道・東北
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全員回答 ー
S 1 SA あなたの の 者の をお答えください。

（お答えは1つ）

○1 り
○2 し

全員回答 ー
S 2 SA あなたは子育てをした があります 。

（お答えは1つ）

○1 り
○2 し

全員回答 ー
S 3 SA あなたのお子 の年齢をお答えください。

（お答えは1つ）
お子 が2 以 いる方は 末子の年齢をお答えください。

○1 0歳 （ 1子 中）
○2 0歳
○3 1歳
○4 2歳
○5 3歳
○6 4歳
○7 5歳
○8 6歳
○9 7歳
○10 8歳
○11 9歳
○12 10歳以
○13 子どもはいない

回答者: る※ は ー
S 4 SA あなたのお子 の 数をお答えください。

（お答えは1つ）

○1 1
○2 2
○3 3
○4 4
○5 5
○6 6
○7 7 以

全員回答 ー
S 5 SA あなたの をお答えください。

（お答えは1つ）

○1
○2 員・ 員
○3 員
○4 員
○5 者
○6 ート・ ル ト
○7
○8 家 者
○9 者 員
○10 の （ 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

全員回答 ー
S 6 SA あなたの 家庭の世 年 をお答えください。

（お答えは1つ）

○1 100
○2 100 ～200
○3 200 ～300
○4 300 ～400
○5 400 ～500
○6 500 ～600
○7 600 ～700
○8 700 ～800
○9 800 ～900
○10 900 ～1 000
○11 1 000 以
○12 ない
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■ 調査
全員回答 ー

1 SA あなたは ファミリー・サポート・センター を知 ています 。
（お答えは1つ）

ファミサポの の 料提

○1 知 ている
○2 知 ない
○3 いた とはある で ついては知 ない

回答者: ファミリー サポート センター 知 る ー
2 MA ファミリー・サポート・センターを 知 ている とお答えした方 お します。

を知 た は でした 。以下の あてはまるものす てを でください。
（お答えはいくつでも）

1 の広
2 子育て関 子育て ント
3 学校関 での広
4 や な での広
5 での広 （ ）
6 口 ミ
7 ー ー SNS
8 の （　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

回答者: 、 、ファミリー サポート センター 知 る ー
3 SA ファミリー・サポート・センターを 知 ている とお答えした方 お します。

あなたはファミリー・サポート・センターの依頼会員（子どもを る会員）として しています 。
（お答えは1つ）

○1 会員として しており り・ などをしても た とがある
○2 会員として しているが り・ などの依頼をした とはない
○3 会員として していたが やめてしま た（ 会した）
○4 会員として していない

回答者: 0 9 、 、ファミリー サポート センター 知 る ー
4 SA ファミリー・サポート・センターを 知 ている とお答えした方 お します。

あなたはファミリー・サポート・センターの提供会員（子どもを る会員）として しています 。
（お答えは1つ）

○1 会員として しており 援 活 を た とがある
○2 会員として しているが 援 活 を た とはない
○3 会員として していたが やめてしま た（ 会した）
○4 会員として していない

回答者: 、 、 員 る ー
5 MA ファミリー・サポート・センターの 会員として しており り・ などをしても た とがある

または 会員として しているが り・ などの依頼をした とはない または 会員として していたが やめてしま た（ 会した）
を だ方 お します。
会員として した は です 。以下の あてはまるものす てを でください。
（お答えはいくつでも）

1 利用料 が い
2 地域の住 が てく る （地域住 の支え いだ ）
3 が するため信頼で る
4 利用で るサー がない
5 えても た
6 子どもを地域との りの中で育てたい
7 サー の が ている
8 の （　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
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回答者: 0 9 、 、 員 る ー
6 MA ファミリー・サポート・センターの 会員として しており 援 活 を た とがある または 会員として しているが 援 活 を た とはない

を だ方 お します。
会員として した は です 。以下の あてはまるものす てを でください。
（お答えはいくつでも）

1 ている の手 をしたい の たい
2 し 子どもが だ
3 子育て が活 る
4 子育て 関して 分と な ている の手 をしたい
5 がで た
6 地域や 会 しがしたい
7 児 や子育ての など 会 の たい
8 の （　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

回答者: 、 、 員 ー
7 MA ファミリー・サポート・センターの 会員として していない または 会員として しているが り・ などの依頼をした とはない

または 会員として していたが やめてしま た（ 会した） とお答えした方 お します。
会員として していない やめてしま た または会員として しているが支援の依頼をしない は です 。以下の あてはまるものす てを でください。
（お答えはいくつでも）

1 利用料 が高い
2 地域の住 たくない
3 が する支援だが信頼で ない
4 利用で るサー がある
5 子どもを地域との りの中で育てたいとは ない
6 サー の が ていない
7 い く だ
8 子どもを る と がある
9 家 が した
10 新 ウ ル の の があ た
11 依頼する がな た
12 の （　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

回答者: 0 9 、 、 員 ー
8 MA ファミリー・サポート・センターの 会員として していない または 会員として しているが 援 活 を た とはない

または 会員として していたが やめてしま た（ 会した） とお答えした方 お します。
会員として していない やめてしま た または会員として しているが援 活 を ない は です 。以下の あてはまるものす てを でください。
（お答えはいくつでも）

1 活 がない
2 がない
3 が い
4 があ たと の が重す る
5 家 の が得 ない
6 研 が だ
7 地域の と関 りたくない
8 家 が した
9 新 ウ ル の の があ た
10 活 の依頼がな た
11 の （　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

回答者: ー
9 SA あなたは まで のお子さ を て しいと た とはあります 。

（お答えは1つ）

○1 ある
○2 ない

回答者: 9 る ー
10 SA お子さ を て しい あなたは を重 しています 。

重 する ついて 以下の あてはまるものを とつ でください。
（お答えは1つ）

中の方は 子供が ま た後を してお答えください。

○1 利用料 が い と
○2 てく る が信頼で る と
○3 てく る が を ている と
○4 利用しやすい と 手 が りやすい と
○5 て しい いつでもす る
○6 ・ト ルがあ た などがある と
○7 なサー である と
○8 サー がどの なもの を知る の が 近 ある と
○9 ても と 家 の がある と
○10 の （　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
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回答者: 9 る ー
11 MASA あなたは のお子さ を て しい どの しています 。お な た とのあるものを す て でください。 回答

M （お答えはいくつでも）
また もつ ものを とつ でください。
（お答えは1つ）

中の方は 子供が ま た後 どの なものを利用 し でお答えください。

11 1 11 2

※ の る 目のみ に

お

な
っ

た

と
の
あ
る
も
の

も
つ

も

の

1 ても 1 ○1
2 以外の ても 2 ○2
3 近 の住 の方 ても 3 ○3
4 ・知 ても たり たりする 4 ○4
5 な支援サー を利用する 5 ○5
6 のサー （ ー ター ）を利用する 6 ○6
7 り が つ な た（ 分で子どもを た） 7 ○7
8 の （　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　） 8 ○8

回答者: 0 9 ー
12 SA あなたは まで 子育て支援の活 を た とがあります 。

以下の あてはまるものを とつ でください。
（お答えは1つ）

○1 子育て支援の活 を た とがあり も活 している
○2 子育て支援の活 を た とがあるが は活 していない
○3 子育て支援の活 を た とがないが 関 は ている
○4 子育て支援の活 を た とがないし 関 もない

回答者: 0 9 ー
13 SA あなたは 子育てを地域の住 が 子育て支援の活 ついて の 性を ます 。

以下の あてはまるものを とつ でください。
（お答えは1つ）

○1 だと ている
○2 ある だと
○3 あまり だと ない
○4 だと ない

全員回答 ー
14 MA ファミリー・サポート・センター ついて あなたが る を えてください。

以下の あてはまるものをす て でください。
（お答えはいくつでも）

ファミサポの の 料提

1 が高い
2 が い
3 利用料 が い
4 利用料 が高い
5 信頼で る
6 信頼で ない
7 性が高い
8 性が低い
9 利用しやすい
10 利用し くい
11 手 が りやすい
12 手 が り くい
13 の （　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

全員回答 ー
15 FA ファミリー・サポート・センター める とや する とはどの な とでし 。 お ください。

（お答えは ）

ファミサポの の 料提
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1 

令和４年９月吉日 

ファミリー・サポート・センター ご担当者様 

一般財団法人 女性労働協会  

会長  岩 田 三 代 

（公 印 省 略）

令和４年度 厚生労働省 子ども・子育て支援推進調査研究事業 

子育て援助活動支援事業（ファミリー･サポート･センター事業）における 

提供会員の確保方策等に関する調査研究 

「ファミリー・サポート・センターヒアリング調査」に関するご協力のご依頼 

皆様におかれましては、日頃より協会事業にご理解・ご協力を賜り誠に有難うございます。 

 私ども女性労働協会は、このたび、厚生労働省「令和４年度子ども・子育て支援推進調査研究

事業」において、全国のファミリー・サポート・センター様を対象に、標記調査研究を行うこと

となりました。ご多忙中のところ誠に恐縮に存じますが、調査にご協力くださいますようお願い

申し上げます。 

本調査では、特徴的、効果的な取組を行っているファミリー・サポート・センターや連携機関

等に対するヒアリングを行わせていただき、地域における子育て支援事業を一層充実していく参

考にさせていただきたいと考えております。

具体的な調査の目的や概要、調査内容、調査方法等につきましては、別紙に記載しております

ので、ご参照いただきますと幸いです。 

何卒趣旨をご理解いただき、調査にご協力くださいますようよろしくお願いいたします。 

記

（添付資料）

 ・別紙①「子育て援助活動支援事業（ファミリー･サポート･センター事業）における提供会員 

     の確保方策等に関する調査研究」ヒアリング調査の概要 

 ・別紙②同意書 

 ・別紙③同意撤回書 

   

【お問合せ先】 

一般財団法人 女性労働協会 担当 小林、吉川、野崎、角納 

〒105-0014 東京都港区芝 2-27-8 VORT 芝公園 8階 

TEL：０３－３４５６－４４１０ 

Email：w-women2a@jaaww.or.jp
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（別紙①）

「子育て援助活動支援事業（ファミリー･サポート･センター事業）における提供会員

の確保方策等に関する調査研究」ヒアリング調査概要

１．本調査研究事業について

私ども女性労働協会は、 ６年のファミリー・サポート・センター事業 当 か に

る 上の長きにわたり 支援を実 し、 多くのセンター様の ・ 全な活動と

な業 のた に 力いたしております。 

本調査研究事業は、全国のファミリー・サポート・センター様を対象に、アン ート調査 び

ヒアリング調査の実 を じてファミリー・サポート・センター事業の実 の び の

対 策を し、 の事業の一層の充実を るた 、厚生労働省子ども・子育て支援推進調査

研究事業として ・実 しているものです。 

本研究 のご協力をお願いするた に、研究の目的や内容をご いたします。 記をお

いただき、ご理解いただいた上でご協力いただけれ 幸いです。 

この研究は、 理 査 員会にて 査を け、 を けております。 

  

２．本研究の目的及び意義

ファミリー・サポート・センター事業において、「提供会員の確保」は全国的な で り、

のセンターで様 な取組が行われてきているところです。しかし、 ったような 果が

れない中、提供会員の が進 、問 が しています。また、本事業は、これまで

の子育て支援事業の か こ れ る かい にも に対 し 事業を する

も担ってきました。しかし、 年、 の子育て支援事業が充実するにつれ、 ンタリーな「地

域 同 の支え合い」の活動 を え、 性や 機関との連携体 が れる も

なく りませ 。 

こで、本研究においては、「地域 同 の支え合い」で る事業の特性を まえ、提供会

員の確保や の 要な子育て の対 方法等について、事業の 度調査（別 実 ）

やヒアリング調査により、 に対する 本的な 解 と かつ有効な対 策について

を行い、 のファミリー・サポート・センター事業の充実 上に する 果としたいと

考えています。 

３．ヒアリング調査の対象と調査方法

（１） 調査対象として選定された理由 

 本調査研究事業の 員会において、令和３年度に実 したアン ート調査 果よ

り、提供会員の確保ができている、提供会員 が した、提供会員の活動 合が い

等の回 果を れたセンターとして、 センターを させていただきました。 

ア ー様にヒアリングさせていただけれ と存じます。 

（２）調査方法 
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ン ン（ oom）による 。     

    OO ア は、別 ー にてお りさせていただきます。 

OO  の に関しては ー を記載し、 ーに した で実 する

ようにいたします。 

（３）ヒアリング調査の  

   年 月 日（ 日） か まで 要 ：2 内 

（ ）ヒアリング （ 定） 

  員会 員  

東内 子（日本 ）、 （ ）、東 よ（ ） 

ファミリー・サポート・センターア ーの 員  ３ 度 

事   

小林 子（一般財団法人 女性労働協会） か ３ 度 

（ ）ヒアリング  

提供会員の確保や 難事 の対 等において、 センター の参考事 となるような

事 として、特 る取組の内実をヒアリングし、提供会員の確保のた の対策を じるた

の を するとともにファミリー・サポート・センター事業 において活 な

対 策について 理し、事業の特性を まえた対 策を 理したいと考えております。 

  【ヒアリング 目】 

１ センター 本  

 提供会員の確保について  

・提供会員の確保のた に実 した内容、  

・ の確保のた の と 策 

・ファミリー・サポート・センター事業を行うに たり、提供会員をどう 付けてい

るか（会員との ミ ー ン、会員同 の 、 関 を くた の 等） 

３ 難事 の対 について  

・ 難事 の対 のた の体 、連携先 

・ 難事 の対 事 と対 に たって した  

・ファミサポ事業において が 要な にどう対 していくか 

４ センターの特 る取組について センターごとに 別の 問 

５ の事業の り方について  

４ 本研究事業にかかる 人 等の取 いおよび 理的 について

 本研究の実 に当たっては、厚生労働省子ども子育て支援 の を て実 しております。

ヒアリング調査の実 に たりましては なお を しますが、調査の 旨をご理解いた

だきますようお願いいたします。また、 書 のた 、ヒアリング実 中に ・ 等を
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させていきたいと考えております。 

 本調査の参 にご同意いただける 合は、別紙②の同意書にご記 いただき、「６.本調査 の

ご 問・ な びに問い合わせ先」に記載の調査担当まで ー または同 の にて

お りくださいますようお願い申し上げます。 

なお、別紙③の同意撤回書によって、いつでもこれを撤回することができます。撤回によっ

て、 なたさまの になるようなことは一 りませ 。 

 また、ここで た 人 に関しては、女性労働協会において に保 し、調査研究 で

の公 に たっては、公 に をいただくとともに、 するなどによって 人 の保

に ます。 

 本研究で ました に関しては、本研究のた だけに します。 は機 書として

保 し、 をします。研究 書 び研究の方法に関する資料 の 公 をご の方は、

女性労働協会 連 をいただくと することができます。 

５ 本研究事業にかかる 公 について

ここで た をもとに、アン ート調査 の と合わせて、 で活 な対 策の

事 を いたします。 事 は、女性労働同協会のサ トでの公 を しております。

また日本子ども 会（ ）、日本保育 会（ ）などで 会 、な びに を

行う です。 

６ 本調査 のご 問・ な びに問い合わせ先

一般財団法人 女性労働協会 担当 小林、吉川、野崎、角納 

〒105-0014 東京都港区芝 2-27-8 VORT 芝公園 8階 

TEL：０３－３４５６－４４１０   Email：w-women2a@jaaww.or.jp 
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（別紙②） 

ヒアリング調査参 の同意書

私は、「子育て援助活動支援事業（ファミリー･サポート･センター事業）における

提供会員の確保方策等に関する調査研究」ヒアリング調査に関する 上の事 につ

いて を けました。研究の目的、方法等について理解し、研究に参 いたします。

参 者（ ）                           

      日付：     年   月  日
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（別紙③） 

ヒアリング調査参 の同意撤回書

私は、「子育て援助活動支援事業（ファミリー･サポート･センター事業）における

提供会員の確保方策等に関する調査研究」ヒアリング調査 の参 の同意を撤回い

たします。

参 者（ ）                         

        日付：     年   月  日 
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令和４年９月吉日 

ファミリー・サポート・センター び子育て支援機関ご担当者 様 

一般財団法人 女性労働協会  

会長  岩 田 三 代 

（公 印 省 略）

令和４年度 厚生労働省 子ども・子育て支援推進調査研究事業 

子育て援助活動支援事業（ファミリー･サポート･センター事業）における 

提供会員の確保方策等に関する調査研究 

「ファミリー・サポート・センターヒアリング調査」に関するご協力のご依頼 

皆様におかれましては、日頃より協会事業にご理解・ご協力を賜り誠に有難うございます。 

 私ども女性労働協会は、このたび、厚生労働省「令和４年度子ども・子育て支援推進調査研究

事業」において、全国のファミリー・サポート・センター様を対象に、標記調査研究を行うこと

となりました。ご多忙中のところ誠に恐縮に存じますが、調査にご協力くださいますようお願い

申し上げます。 

本調査では、特徴的、効果的な取組を行っているファミリー・サポート・センターや連携機関等

に対するヒアリングを行わせていただき、地域における子育て支援事業を一層充実していく参考

にさせていただきたいと考えております。 

具体的な調査の目的や概要、調査内容、調査方法等につきましては、別紙に記載しております。

ご参照いただき、ご協力くださいますようお願い します。 

何卒趣旨をご理解いただき、調査にご協力くださいますようよろしくお願いいたします。 

記

（添付資料）

 ・別紙①「子育て援助活動支援事業（ファミリー･サポート･センター事業）における提供会員 

     の確保方策等に関する調査研究」ヒアリング調査の概要 

 ・別紙②同意書 

 ・別紙③同意撤回書 

   

【お問合せ先】 

一般財団法人 女性労働協会 担当 小林、吉川、野崎、角納 

〒105-0014 東京都港区芝 2-27-8 VORT 芝公園 8階 

TEL：０３－３４５６－４４１０ 

Email：w-women2a@jaaww.or.jp
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（別紙①）

「子育て援助活動支援事業（ファミリー･サポート･センター事業）における提供会員

の確保方策等に関する調査研究」ヒアリング調査概要

１．本調査研究事業について

私ども女性労働協会は、 ６年のファミリー・サポート・センター事業 当 か に

る 上の長きにわたり 支援を実 し、 多くのセンター様の ・ 全な活動と

な業 のた に 力いたしております。 

本調査研究事業は、全国のファミリー・サポート・センター様を対象に、アン ート調査 び

ヒアリング調査の実 を じてファミリー・サポート・センター事業の実 の び の

対 策を し、 の事業の一層の充実を るた 、厚生労働省子ども・子育て支援推進調査

研究事業として ・実 しているものです。 

本研究 のご協力をお願いするた に、研究の目的や内容をご いたします。 記をお

いただき、ご理解いただいた上でご協力いただけれ 幸いです。 

この研究は、 理 査 員会にて 査を け、 を けております。 

  

２．本研究の目的及び意義

ファミリー・サポート・センター事業において、「提供会員の確保」は全国的な で り、

のセンターで様 な取組が行われてきているところです。しかし、 ったような 果が

れない中、提供会員の が進 、問 が しています。また、本事業は、これまで

の子育て支援事業の か こ れ る かい にも に対 し 事業を する

も担ってきました。しかし、 年、 の子育て支援事業が充実するにつれ、 が 要な

の対 等、 ンタリーな「地域 同 の支え合い」の活動 を え、 性や 機関

との連携体 が れる も なく りませ 。 

こで、本研究においては、「地域 同 の支え合い」で る事業の特性を まえ、提供

会員の確保や の 要な子育て の対 方法等について、事業の 度調査（別 実

）やヒアリング調査により、 に対する 本的な 解 と かつ有効な対 策につい

て を行い、 のファミリー・サポート・センター事業の充実 上に する 果とした

いと考えています。 

３．ヒアリング調査の対象と調査方法

（２） 調査対象として選定された理由 

 本調査研究事業の 員会において、令和３年度調査 果や女性労働協会 調査

等より、ファミリー・サポート・センターと関 機関連携を効果的に していると

われる事 として、 センター び 機関を させていただきました。 

 つきましては、 センターア ー様 び 機関ご担当者様にヒアリングをさせ

ていただけれ と存じます。 
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（２）調査方法 

ン ン（ oom）による 。     

    OO ア は、別 ー にてお りさせていただきます。 

OO  の に関しては ー を記載し、 ーに した で実 する

ようにいたします。 

（３）ヒアリング調査の  

   年 月 日（ 日） か まで 要 ：2 内 

（ ）ヒアリング （ 定） 

  員会 員  

東内 子（日本 ）、 （ ）、東 よ（ ） 

ファミリー・サポート・センターア ーの 員  ３ 度 

事   

小林 子（一般財団法人 女性労働協会） か ３ 度 

（ ）ヒアリング  

センター の参考事 となるような 事 として、ファミサポと関 機関の連携におい

て、先進的な取組の内実をヒアリングし、ファミリー・サポート・センター事業 におい

て活 な対 策について 理し、事業の特性を まえた取組方策を 理したいと考えて

おります。 

   

【ヒアリング 目】 

１ センター び関連機関 本  

 連携の ・効果について  

・連携が 要となった  

・連携の内容、 担 

・うまく対 できた事  

・連携の効果 

３ 連携における問 ・  

・連携に たって問 となったこと、  

４ センターの特 る取組について  

５ の連携の り方について  

４ 本研究事業にかかる 人 等の取 いおよび 理的 について

 本研究の実 に当たっては、厚生労働省子ども子育て支援 の を て実 しております。

ヒアリング調査の実 に たりましては なお を しますが、調査の 旨をご理解いた
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だきますようお願いいたします。また、 書 のた 、ヒアリング実 中に ・ 等を

させていきたいと考えております。 

 本調査の参 にご同意いただける 合は、別紙②の同意書にご記 いただき、「６.本調査 の

ご 問・ な びに問い合わせ先」に記載の調査担当まで ー または同 の にて

お りくださいますようお願い申し上げます。 

なお、別紙③の同意撤回書によって、いつでもこれを撤回することができます。撤回によっ

て、 なたさまの になるようなことは一 りませ 。 

 また、ここで た 人 に関しては、女性労働協会において に保 し、調査研究 で

の公 に たっては、公 に をいただくとともに、 するなどによって 人 の保

に ます。 

 本研究で ました に関しては、本研究のた だけに します。 は機 書として

保 し、 をします。研究 書 び研究の方法に関する資料 の 公 をご の方は、

女性労働協会 連 をいただくと することができます。 

５ 本研究事業にかかる 公 について

ここで た をもとに、アン ート調査 の と合わせて、 で活 な対 策の

事 を いたします。 事 は、女性労働同協会のサ トでの公 を しております。

また日本子ども 会（ ）、日本保育 会（ ）などで 会 、な びに を

行う です。 

６ 本調査 のご 問・ な びに問い合わせ先

一般財団法人 女性労働協会 担当 小林、吉川、野崎、 、角納 

〒105-0014 東京都港区芝 2-27-8 VORT 芝公園 8階 

TEL：０３－３４５６－４４１０   Email：w-women2a@jaaww.or.jp 
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（別紙②） 

ヒアリング調査参 の同意書

私は、「子育て援助活動支援事業（ファミリー･サポート･センター事業）における

提供会員の確保方策等に関する調査研究」ヒアリング調査に関する 上の事 につ

いて を けました。研究の目的、方法等について理解し、研究に参 いたします。

参 者（ ）                           

      日付：     年   月  日
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（別紙③） 

ヒアリング調査参 の同意撤回書

私は、「子育て援助活動支援事業（ファミリー･サポート･センター事業）における

提供会員の確保方策等に関する調査研究」ヒアリング調査 の参 の同意を撤回い

たします。

参 者（ ）                         

        日付：     年   月  日 
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令和４年９月吉日 

ファミリー・サポート・センターご担当者様 

一般財団法人 女性労働協会  

会長  岩 田 三 代 

（公 印 省 略）

令和４年度 厚生労働省 子ども・子育て支援推進調査研究事業 

子育て援助活動支援事業（ファミリー･サポート･センター事業）における 

提供会員の確保方策等に関する調査研究 

「ファミリー・サポート・センターヒアリング調査」に関するご協力のご依頼 

皆様におかれましては、日頃より協会事業にご理解・ご協力を賜り誠に有難うございます。 

 私ども女性労働協会は、このたび、厚生労働省「令和４年度子ども・子育て支援推進調査研究

事業」において、全国のファミリー・サポート・センター様を対象に、標記調査研究を行うこと

となりました。ご多忙中のところ誠に恐縮に存じますが、調査にご協力くださいますようお願い

申し上げます。 

本調査では、特徴的、効果的な取組を行っているファミリー・サポート・センターや連携機関、

会員様等に対するヒアリングを行わせていただき、地域における子育て支援事業を一層充実して

いく参考にさせていただきたいと考えております。 

具体的な調査の目的や概要、調査内容、調査方法等につきましては、別紙に記載しております

ので、ご参照いただけますと幸いです。 

何卒趣旨をご理解いただき、調査にご協力くださいますようよろしくお願いいたします。 

記

（添付資料）

 ・別紙①「子育て援助活動支援事業（ファミリー･サポート･センター事業）における提供会員 

     の確保方策等に関する調査研究」ヒアリング調査の概要 

 ・別紙②同意書 

 ・別紙③同意撤回書 

   

【お問合せ先】 

一般財団法人 女性労働協会 担当 小林、吉川、野崎、角納 

〒105-0014 東京都港区芝 2-27-8 VORT 芝公園 8階 

TEL：０３－３４５６－４４１０ 

Email：w-women2a@jaaww.or.jp
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（別紙①）

「子育て援助活動支援事業（ファミリー･サポート･センター事業）における提供会員

の確保方策等に関する調査研究」ヒアリング調査概要

１．本調査研究事業について

私ども女性労働協会は、 ６年のファミリー・サポート・センター事業 当 か に

る 上の長きにわたり 支援を実 し、 多くのセンター様の ・ 全な活動と

な業 のた に 力いたしております。 

本調査研究事業は、全国のファミリー・サポート・センター様を対象に、アン ート調査 び

ヒアリング調査の実 を じてファミリー・サポート・センター事業の実 の び の

対 策を し、 の事業の一層の充実を るた 、厚生労働省子ども・子育て支援推進調査

研究事業として ・実 しているものです。 

本研究 のご協力をお願いするた に、研究の目的や内容をご いたします。 記をお

いただき、ご理解いただいた上でご協力いただけれ 幸いです。 

この研究は、 理 査 員会にて 査を け、 を けております。 

  

２．本研究の目的及び意義

ファミリー・サポート・センター事業において、「提供会員の確保」は全国的な で り、

のセンターで様 な取組が行われてきているところです。しかし、 ったような 果が

れない中、提供会員の が進 、問 が しています。また、本事業は、これまで

の子育て支援事業の か こ れ る かい にも に対 し 事業を する

も担ってきました。しかし、 年、 の子育て支援事業が充実するにつれ、 ンタリーな「地

域 同 の支え合い」の活動 を え、 性が れる も なく りませ 。 

こで、本研究においては、「地域 同 の支え合い」で る事業の特性を まえ、提供会

員の確保等の対 方法等について、事業の 度調査（別 実 ）やヒアリング調査により、

に対する 本的な 解 と かつ有効な対 策について を行い、 のファミリ

ー・サポート・センター事業の充実 上に する 果としたいと考えています。。 

３．ヒアリング調査の対象と調査方法

（３） 調査対象として選定された理由 

 本調査研究事業の 員会において、ア ーの 員よりご推 いただ

き、 センターのア ー様 び 的に事業に携わっていただいている会員の

方 （提供会員、 会員、 方会員）に、活動の実 をお えいただくた に さ

せていただきました。 

（２）調査方法 

ン ン（ oom）による 。     

    OO ア は、別 ー にてお りさせていただきます。 

OO  の には ー を記載し、 ーに した で実 します。 
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（３）ヒアリング調査の  

   年 月 日（ 日） か まで 要 ：2 内 

（ ）ヒアリング （ 定） 

  員会 員  

東内 子（日本 ）、 （ ）、東 よ（ ） 

ファミリー・サポート・センターア ーの 員  ３ 度 

事   

小林 子（一般財団法人 女性労働協会） か ３ 度） 

（ ）ヒアリング  

会員様 がファミリー・サポートの活動についてどう えてい っし るのか等におい

て、 センター の参考事 となるような 事 として、お を い、ファミリー・サポー

ト・センター事業 において活 な対 策について 理し、事業の特性を まえた対

策を 理したいと考えております。 

  【ヒアリング 目】 

  １ センター 本  

 活動を じて うこと  

提供会員様 け  

・会員 本  

 ・提供会員になった動機 

 ・活動内容 

 ・活動を じて たこと、会員として うこと 

 会員様 け  

・会員 本  

・ 会員になった動機 

 ・ 内容 

 ・活動を じて たこと、会員として うこと 

 方会員様 け  

・会員 本  

・ 方会員になった動機 

 ・活動内容（提供会員として） 

・ 内容（ 会員として） 

 ・活動を じて たこと、会員として うこと 

３ 別 問 会員様ごとにお えいただいた内容をもとに 問 

４ ファミサポ事業について こと  

５ ア ーか るセンターと会員との関 性 ア ー様 の 問 
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1  

４ 本研究事業にかかる 人 等の取 いおよび 理的 について

 本研究の実 に当たっては、厚生労働省子ども子育て支援 の を て実 しております。

ヒアリング調査の実 に たりましては なお を しますが、調査の 旨をご理解いた

だきますようお願いいたします。また、 書 のた 、ヒアリング実 中に ・ 等を

させていきたいと考えております。 

 本調査の参 にご同意いただける 合は、別紙②の同意書にご記 いただき、「６.本調査 の

ご 問・ な びに問い合わせ先」に記載の調査担当まで ー または同 の にて

お りくださいますようお願い申し上げます。 

なお、別紙③の同意撤回書によって、いつでもこれを撤回することができます。撤回によっ

て、 なたさまの になるようなことは一 りませ 。 

 また、ここで た 人 に関しては、女性労働協会において に保 し、調査研究 で

の公 に たっては、公 に をいただくとともに、 するなどによって 人 の保

に ます。 

 本研究で ました に関しては、本研究のた だけに します。 は機 書として

保 し、 をします。研究 書 び研究の方法に関する資料 の 公 をご の方は、

女性労働協会 連 をいただくと することができます。 

５ 本研究事業にかかる 公 について

ここで た をもとに、アン ート調査 の と合わせて、 で活 な対 策の

事 を いたします。 事 は、女性労働同協会のサ トでの公 を しております。

また日本子ども 会（ ）、日本保育 会（ ）などで 会 、な びに を

行う です。 

６ 本調査 のご 問・ な びに問い合わせ先

一般財団法人 女性労働協会 担当 小林、吉川、野崎、角納 

〒105-0014 東京都港区芝 2-27-8 VORT 芝公園 8階 

TEL：０３－３４５６－４４１０   Email：w-women2a@jaaww.or.jp 
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1  

（別紙②） 

ヒアリング調査参 の同意書

私は、「子育て援助活動支援事業（ファミリー･サポート･センター事業）における

提供会員の確保方策等に関する調査研究」ヒアリング調査に関する 上の事 につ

いて を けました。研究の目的、方法等について理解し、研究に参 いたします。

参 者（ ）                           

      日付：     年   月  日
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1  

（別紙③） 

ヒアリング調査参 の同意撤回書

私は、「子育て援助活動支援事業（ファミリー･サポート･センター事業）における

提供会員の確保方策等に関する調査研究」ヒアリング調査 の参 の同意を撤回い

たします。

参 者（ ）                         

        日付：     年   月  日 
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（１）提供会員の確保・困難家庭への対応

実施日：　令和　　　年　　　　月　　　　　日　（　　）　　　　　　時間　　　　：　　　　～　　　　：

調査員：　

センター名：

アドバイザー　ご氏名 ：

番
号

項目 設問

1 確保のために実施した内
容、工夫点

①提供会員不足を補うためにどのような取り組みを実施されましたか。
・広報の工夫
・アウトリーチの工夫
・講習会の工夫　等

②どのような点を工夫されましたか。

③上記の取り組み苦労されたことはありますか。どのように対応しましたか。

①

②

③

2 確保を実現できたポイント 結果を出すために重要となったポイントはどのような点ですか。

3 今後の確保のための改善
点と改善策

今後の目標や目指すところ、取り組みたいことはありますか。

4 事業を行うにあたっての提
供会員の位置づけ

会員が安心・安全に活動できるようアドバイザーと会員とのかかわりをどのように考えていま
すか。
・理想とする姿
・会員とのコミュニケーション
・会員同士の交流
・信頼関係を築くための工夫等

1 困難事例の対応のための
体制、連携先

①関係機関と連携を取っていますか。取っている場合は、どのような機関と連携をとっていま
すか。

②連携のために工夫している点はありますか。

2 困難事例への対応事例と
対応にあたって重視した点

①実際に対応した困難事例で適切な対応ができたと思う活動について、可能な範囲で状況
をお教えください。

②適切な対応を行うためにどのようなことが重要だったと考えていますか。どのような体制
や対応をすればうまくできると考えますか。

3 困難事例、配慮が必要な
家庭との向き合い方

①困難事例に対して、ファミサポ事業としてどのように考え、また対応をしていけばいいと考
えますか。

②配慮が必要な家庭に対して、ファミサポ事業としてどのように考え、また対応をしていけば
いいと考えますか。

1 特色ある取組について センターの特色を踏まえて深堀りしてお聞きします。

1 ファミサポの事業のあり方 これからの地域の子育て支援において、ファミリー・サポート・センター事業はどのような支援
が求められ、どのような支援を行っていく必要があると思いますか。事業のあり方について
のお考えをお聞かせください。

令和４年度厚生労働省子ども・子育て支援調査研究事業
「ファミリー・サポート・センター事業における提供会員の確保方策等に関する調査研究事業」ヒアリング調査 ヒアリングシート

＜４＞特色ある取組について（質問例）

＜５＞ファミサポの事業のあり方について

＜３＞困難事例への対応

＜２＞提供会員の確保について

ヒアリングシート

ヒアリング内容
回答

（事前に基本情報を記載）

・運営方法：　　　　　　　　　　設立年：

・会員数　　　  男性：　　　　　　人  　女性：　　　    　人　   　　　計：　　　　人
　　　　　（提供会員：　　　  　　人　  依頼会員：　　　人　　両方会員：　　　　人）

・年間活動件数：　　　　　　件

・講習会：

・会員の更新：

・利用補助：

・その他特記事項：

＜1＞ センター概要

1 / 5 ページ
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（２）他機関との連携について

実施日：　令和　　　年　　　　月　　　　　日　（　　）　　　　　　時間　　　　：　　　　～　　　　：

調査員：　

センター名：

アドバイザー　ご氏名 ：

連携機関名：

番
号

項目 設問

＜２＞連携の現状・ 果について にセンターのアドバイザーがお答えいただき、必要に応 て連携機関の方もお答えください。
1 連携が必要となった どういったことが問 ・ となり連携することになったのか、その を教えてください。

① が問 ・ だったのか

②連携までの

①

②

2 連携の内容、 ①連携の内容について 体 に教えてください。

②ファミリー・サポート・センター、連携先機関、それ れの をどういったものでしたか。

①

②

3 うまく対応できた事例、連
携 果

①実際に対応した連携事例で適切な対応ができたと思う活動について、可能な範囲で状況を
お教えください。

②適切な対応を行うためにどのようなことが重要だったと考えていますか。どのような体制や
対応をすればうまくできると考えますか。

①

②

4 今後の確保のための改善
点と改善策

今後の目標や目指すところ、取り組みたいことはありますか。

1 連携にあたっての問 点、 ①ファミサポの事業と他機関との連携を行う上で、問 となったことや があれば教えてく
ださい。またその対応方法についてもお教えください。

②今後の ー な連携に向けてのご要 をお聞かせださい。

①

②

1 特色ある取組について センターの特色を踏まえて、特に連携機関の方についてお を聞かせていただきます。

1 ファミサポの事業のあり方 これからの地域の子育て支援において、ファミリー・サポート・センター事業はどのような支
援・連携が求められ、どのような支援・連携を行っていく必要があると思いますか。事業のあり
方についてのお考えをお聞かせください。

ヒアリング内容

回答

＜４＞特色ある取組について（質問例）

＜５＞ファミサポの事業のあり方について

（事前に基本情報を記載）

・運営方法：　　　　　　　　　　設立年：

・連携年数・ 度等：

・その他特記事項：

＜３＞連携における問 点・

令和４年度厚生労働省子ども・子育て支援調査研究事業
「ファミリー・サポート・センター事業における提供会員の確保方策等に関する調査研究事業」ヒアリング調査 ヒアリングシート

ヒアリングシート

＜1＞ センター 関連機関基本情報

（事前に基本情報を記載）

・運営方法：　　　　　　　　　　設立年：

・会員数　　　  男性：　　　　　　人  　女性：　　　    　人　   　　　計：　　　　人
　　　　　（提供会員：　　　  　　人　  依頼会員：　　　人　　両方会員：　　　　人）

・年間活動件数：　　　　　　件

・講習会：

・会員の更新：

・利用補助：

・その他特記事項：

日は、 の項目を 心にヒアリングをさせていただければと ます。また、連携の取り組みがわかる 等ありましたらご いただければ いです。
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（３）会員向け調査 ＜依頼会員向け＞

実施日：　令和　　　年　　　　月　　　　　日　（　　）　　　　　　時間　　　　：　　　　～　　　　：

調査員：　

センター名：

依頼会員ご氏名 ：

番
号

項目 設問

1 依頼会員になった動機 ①依頼会員になった動機・きっかけをお教えください。

②ファミサポを ったきっかけについて 体 に教えてください。また会員 までの に
ついて 体 に教えてください。

①

②

2 ファミサポの活動について ① 体 な利用内容と援助に対してどのように ているか教えてください。

②実際に依頼をして援助を ける で な活動について、可能な範囲でその内容につ
いてお教えください。

③①、②の活動を踏まえて、依頼会員として、ファミサポの活動を して たことがあれば、
体 にお教えください。

今後は、ファミサポをどのように利用したいですか。ご にご をお聞かせください。

①

②

③

1 特色ある活動内容につい
て

（ 深い をしていただいた方に、さらに 体 にお しを聞き取ります。）

1 ファミサポの事業のあり方 これからのファミリー・サポート・センター事業について依頼会員のお立場から、お考えやご
要 などを にお聞かせください。

1 アドバイザーからみるセン
ターと会員との関係性

センターの会員の方 と、センターとしてどのような関係性を築いていらっし いますか。
また、提供会員の確保のために、会員に いただいていることがありますか。

＜５＞アドバイザーへの質問

令和４年度厚生労働省子ども・子育て支援調査研究事業
「ファミリー・サポート・センター事業における提供会員の確保方策等に関する調査研究事業」ヒアリング調査 ヒアリングシート

＜２＞ 活動を て思うこと

＜３＞ 質問

＜４＞ファミサポについて こと

ヒアリングシート

＜1＞ 基本情報

（事前に基本情報を記載）

・会員 年数：　　　　　　年

・依頼件数：年間　 　　　　　　件
　　　　　　　　　月 　 　　　　　　件

・お子さ の年 ：
・ の ：

ヒアリング内容
回答

 / 5 ページ
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（３）会員向け調査 ＜提供会員向け＞

実施日：　令和　　　年　　　　月　　　　　日　（　　）　　　　　　時間　　　　：　　　　～　　　　：

調査員：　

センター名：

提供会員ご氏名 ：

番
号

項目

1 提供会員になった動機 ①提供会員になった動機・きっかけをお教えください。

②ファミサポを ったきっかけについて 体 に教えてください。また会員 までの に
ついて 体 に教えてください。
　提供会員を やすためには、 が重要だと考えますか。ご をおとに教えてください。

①

②

2 ファミサポの活動について ① 体 な活動内容とその活動をどのように ているか教えてください。 な活動をさ
れている場合には、 も件数の い活動について教えてください。

②実際に援助活動をする で な活動について、可能な範囲で活動内容についてお
教えください。

③①、②やその他の活動等、提供会員として、ファミサポの活動を して たことがあれば、
体 にお教えください。

今後、提供会員として、どのように活動していきたいとお考えですか。ご にご をお
聞かせください。

①

②

③

1 特色ある活動内容につい
て

（ 深い をしていただいた方に、さらに 体 にお しを聞き取ります。）

1 ファミサポの事業のあり方 これからのファミリー・サポート・センター事業について提供会員のお立場から、お考えやご
要 などを にお聞かせください。

1 アドバイザーからみるセン
ターと会員との関係性

センターの会員の方 と、センターとしてどのような関係性を築いていらっし いますか。
また、提供会員の確保のために、会員に いただいていることがありますか。

＜５＞アドバイザーへの質問

＜４＞ファミサポについて こと

令和４年度厚生労働省子ども・子育て支援調査研究事業
「ファミリー・サポート・センター事業における提供会員の確保方策等に関する調査研究事業」ヒアリング調査 ヒアリングシート

＜２＞ 活動を て思うこと

ヒアリングシート

＜1＞ 基本情報

（事前に基本情報を記載）

・会員 年数（活動年数）：　　　　　　年

・活動件数：年間　 　　　　　　件
　　　　　　　　　月 　 　　　　　　件

ヒアリング内容
回答

＜３＞ 質問

 / 5 ページ
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（３）会員向け調査 ＜両方会員向け＞

実施日：　令和　　　年　　　　月　　　　　日　（　　）　　　　　　時間　　　　：　　　　～　　　　：

調査員：　

センター名：

両方会員ご氏名 ：

番
号

項目 設問

1 両方会員になった動機 ①両方会員になった動機・きっかけをお教えください。

②ファミサポを ったきっかけについて 体 に教えてください。また会員 までの に
ついて 体 に教えてください。
　・提供会員・依頼会員ど らに先に したのか
　・その後、両方会員として したきっかけと について
　・提供会員を やすためには、 が重要だと思いますか。

①

②

2 ファミサポの活動について
＜提供会員として＞

① 体 な活動内容とその活動をどのように ているか教えてください。 な活動をさ
れている場合には、 も件数の い活動について教えてください。

②実際に援助活動をする で な活動について、可能な範囲で活動内容についてお
教えください。

①

②

③

3 ファミサポの活動について
＜依頼会員として＞

① 体 な依頼内容と援助に対してどのように ているか教えてください。

②実際に依頼をして援助を ける で な活動について、可能な範囲でその内容につ
いてお教えください。

①

②

③
4 ファミサポの活動について

＜両方会員として＞
①両方会員として、提供・依頼 両方の立場を した で、活動を して たことがあれ
ば、 体 にお教えください。

②今後、両方会員として、どのような活動を まれますか。依頼会員、提供会員、それ れ
の会員の立場からご にご をお聞かせください。

①

②

1 特色ある活動内容につい
て

（ 深い をしていただいた方に、さらに 体 にお しを聞き取ります。）

1 これからのファミリー・サポート・センター事業について両方会員のお立場から、お考えやご
要 などを にお聞かせください。

1 センターの会員の方 と、センターとしてどのような関係性を築いていらっし いますか。
また、提供会員の確保のために、会員に いただいていることがありますか。

＜5＞アドバイザーへの質問

＜4＞ファミサポについて こと

令和４年度厚生労働省子ども・子育て支援調査研究事業
「ファミリー・サポート・センター事業における提供会員の確保方策等に関する調査研究事業」ヒアリング調査 ヒアリングシート

＜２＞ 活動を て思うこと

＜３＞ 質問

ヒアリングシート

＜1＞ 基本情報

（事前に基本情報を記載）

・提供会員 年数（活動）：　　　　　　年
・提供会員活動件数：年間　 　　　　　　件
　　　　　　　　　　　　　 　　月 　 　　　　　　件

・依頼会員 年数：　　　　　　年
・依頼件数：年間　 　　　　　　件
　　　　　　   　　月 　 　　　　　　件
・お子さ の年 ：
・ の ：

ヒアリング内容
回答

5 / 5 ページ
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